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機械加工や 3D プリンターによる造形，電気回路

の製作などはユニットによらず学生が力を合わせ

て行った．図 4.1 に今年度の総合システム実習で

製作した植物工場の写真を示す．なお，アクリル

板の接着は，アクリサンデー接着剤を用いた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.1 製作した植物工場 

 
なお，この製作した植物工場は，図 4.2 の写真の

ようにイオンモール三川で実施した庄内校の PR
イベントでも展示を行った．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.2 展示会の様子 

 
５ 教材としての評価と学習効果 

今年度は試行の段階であったため，市場調査か

ら始めたという点で卒業研究に近い実習となって

しまった面はあるが，その中で根を観察できるよ

うにするなど，学生のアイデアを取り入れた植物

工場が製作できたことは，創造力・開発能力の習

得という本テーマの目的を一定程度達成できたと

いえる．また，発展性について考察すると，例え

ばロボットアームによる収穫機能を付加すること

で機構学や制御工学などの要素も盛り込むことが

できるため，各ユニットを複数人で担当するよう

なグループワークとすることができれば，高度な

メカトロニクス技術を総合的に学習できる実習と

することもできる可能性があるといえる．また，

今年度は山形県が製品化・事業化を推進している

有機 EL 照明を光源に使用したが，このような先

進技術や栽培する植物の選定などによっては，そ

の土地の特徴を反映した実習テーマとすることが

できると考えられる．これは若者に地域の特徴を

学んでもらえる教材としての発展性もあるという

ことになるが，栽培する植物によっては市場にあ

るような一般的な家庭用植物工場にはならない可

能性があるため，四年制大学の農学部や農業大学

校等の農学に専門性を有する教育機関との連携に

より実現を図ることが望ましいといえる． 
次に学習効果について，授業アンケートの「考

え方、能力、知識、技術などの向上に得るところ

がありましたか」という問いに対しては，五段階

評価で平均 4.7 というスコアであった．また，感

想としては「自由度が高く楽しかった」や「チー

ム設計のやりがいを感じた」などあり，創造力・

開発能力に加えて，コミュニケーション能力の向

上にも大きく影響を与えたものと考えられる．な

お，本科目終了後の学生 3 名はそれぞれ技能検定

の取得にも取り組み，機械検査 2 級やシーケンス

制御 2・3 級を受検するなど，意欲的な学生生活を

過ごした． 
 

６ 結言 

本稿では総合的なメカトロニクス技術の習得を

目指して，家庭用植物工場の製作を課題とした実

習について報告した．今後は 5 章に示した発展性

や，本科目を選択した学生の人数に合わせた実習

内容の選定などの検討を進めることによって，メ

カトロニクス技術に基づいた創造力や開発能力の

向上を目指すことのできる実習としていきたいと

考えている． 
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要旨：山形県立産業技術短期大学校庄内校電子情報科と山形県立酒田光陵高等学校情報科では，平成 26年度
より高大 5年一貫教育に取組んでいる．ICT技術を活用して新しい価値を創造するイノベーションをけん引で
きる中堅技術者(チームリーダ)を育成することを目指している．平成 28 年度は，産業技術短期大学校庄内校
電子情報科に入学した酒田光陵高等学校情報科 1期生が卒業するため，これまでの高大 5年一貫教育の取り組
み状況と成果を紹介する． 
キーワード:	 高大連携，情報処理技術者試験，技能五輪全国大会，若年者ものづくり競技大会 

 
1．はじめに	

山形県立産業技術短期大学校庄内校電子情報科

（以下，産技短庄内校と呼ぶ）では，平成 26年度
より山形県立酒田光陵高等学校情報科（以下，酒

田光陵高校と呼ぶ）との高大 5年一貫教育に取り
組んでいる．酒田光陵高校での 3年間の学習に産
技短庄内校での 2年間の学習を上積みすることで，
より専門性を高めた高度な知識・技術を習得し，

新しい価値を創造する「イノベーションをけん引

できる情報技術者」を庄内地域で育成することを

目指している． 
この高大 5 年一貫教育は，平成 26 年度から 3
カ年の計画で実施した酒田光陵高校 SPH 事業の
中で，「地域内での 5年一貫教育の取り組み」と「技
能五輪全国大会への取り組み」の 2本立てで盛り
込まれた． 
 
2．高大 5 年一貫教育の基本計画	

2.1	目	 的	

酒田光陵高校との 5年一貫教育は，平成 26年度
に作成した「高大 5年一貫教育の基本設計 1」」に

より方向づけられた． 
本 5年一貫教育は，ICT技術を活用して新しい
価値を創造するイノベーションをけん引できるリ

ーダの育成，すなわち「世界を変える・未来を変

える『IT 技術者』」を育成することを目的として
いる． 

 
2.2	特	 徴	

	 本 5年一貫教育は，次のような特徴を持ってい
る． 
l 酒田光陵高校で身につけた「創造的な能力」

と「実践的な態度」を土台に，産技短庄内校

では新しい価値を創造する「情報イノベーシ

ョン力」を養成する． 
l 「ICT技術を活用したイノベーション」には

ソフトウェア開発力が特に重要であるため，

早期から「プログラム能力」の開発に努める． 
l ロールモデル（成功事例，憧れの先輩）を見

せてモチベーションを高める． 
l 高大連携で定番の「課題研究」「講話」に留

まらずカリキュラム全体を理解し連携する． 
l 次の分野の学習に連続性を確保する． 

(a) 専門知識:「情報処理技術者試験」分野 
(b) 実践技術:「プログラミング・アプリ開発，
課題解決」分野 

l 産技短庄内校の教員は，生徒がプログラミン

グの可能性を実感し，仕組みや原理に対する

興味を喚起するもの等を中心に，プログラミ

ングの素材を提供し，プログラミング学習教

材の開発に協力する．また，酒田光陵高校の

教員に技術指導と助言を行う． 
 
2.3	高大カリキュラムの連携 
	 「地域内での 5年一貫教育への取り組み」を実
現するために，図 1に示す高大連携カリキュラム 
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ョナルデータベースで管理しているデータを処理

するアプリケーションを Java 言語で作成するも
のであり，プログラミング能力を開発するための

連携カリキュラムの成果の確認に適している． 
 
3.3 特別な才能の発掘と育成 

	 もう一つの柱である「技能五輪全国大会への取

り組み」では，「IT ネットワークシステム管理」
を対象競技として，高校在学中に希望者を募り，

または，適性のある生徒を発掘して，その生徒を

個別に育成して行く方式を採っている． 
	 高校 2年終了時の春休みと 3年の夏休み，それ
に産技短庄内校への入学前の春休みに，電子情報

科の実習室で「ネットワーク講習合宿」を実施し

ている．また，高校の教員に対しては，競技会情

報や参加手続きのアドバイス，練習メニューや指

導ノウハウの提供などを行って，高校在学中から

高度な練習が積めるようにしている． 
 
4．酒田光陵高校での成果 

	 平成 27年度の酒田光陵高校の進路状況は，表 1
の通りである．本 5年一貫教育によって，産技短 
 

表１	 酒田校陵高校情報科の進路状況	

(カッコ内は，情報系進学・就職者数)	

進路先 平成 26年度 平成 27年度 
四年制大学 3(2) 9(6) 
産技短庄内校 4(4) 7(7) 
専修学校 14(7) 5(3) 
就職 18(1) 18(4) 

庄内校への進学者は増加した．それだけでなく，

生徒全体の進学意識が高まり，より上級学校への

進学を目指す学生が増えている． 
	 専門知識力の育成では，共通キュリアフレーム

ワークのシラバスに基づき連携したことで，情報

処理技術者試験に対する学習意欲が高まった． 
	 産技短庄内校の教員が頻繁に授業に参加したり，

産技短庄内校の見学会や卒業生講話などで，産技

短庄内校に進学した先輩の学習の様子や頑張りを

知り，後輩たちが産技短庄内校を身近に感じるこ

とができた．進学した先輩にあこがれを持ち，学

習意欲と進路意識の向上が見られた． 
	 また，毎月の連携推進会議や授業参加などで教

員同士の連携が密になり，実習内容や課題研究，

競技会の指導へのアドバイスを年間を通して受け

ることができた．また，若年者ものづくり競技大

会への参加や新設科目の「SPアルゴリズム」にお
ける PBL（Project Based Learning）の実践指導など
で，教員の技術力，指導力が向上した 2)． 
 
5． 産技短庄内校での成果 

5.1 専門知識力の育成 

	 専門知識力に関して，産技短庄内校に IT パス
ポート試験会場を設置運営するようにした．従来，

試験会場は，山形市や仙台市，新潟市などにしか

設置されていなかったため，酒田光陵高校では，

年に数回，バスを借り上げて受験地まで移動して

いた．産技短庄内校会場では，概ね 2カ月に 1回
の頻度で試験を実施しているため，生徒の受験の

便が格段に向上しただけでなく，保護者の費用負

 
図２	電子情報科到達レベル	
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担や教員の準備の手間も大きく軽減できた．これ

により受験機会も大幅に増え，酒田光陵高校から

産技短庄内校に入学する学生は全員が IT パスポ
ート試験に合格しており，さらに上級レベルの資

格取得へのモチベーション向上に役立っている．

酒田光陵高校情報科から産技短庄内校電子情報科

に進学した学生が現在保有している資格を，表 2
に示す． 

表 2	 情報科出身学生の保有資格	

資	 格	 名 人数 
情報セキュリティ 
	 	 スペシャリスト試験 

1名 

応用情報技術者試験 1名 
基本情報技術者 3名 
ITパスポート 10名 

 
5.2 実践技術力の育成 

	 実践技術力に関して，Javaプログラミングスキ
ルの仕上がりレベルを確認する目的で「オフィス

ソフトウェア・ソリューション」競技に挑戦して

いる．成績は，1 年生で参加した昨年の山形県大
会では入賞を逃したものの，2 年生の今年の沖縄
大会では全国 2位に相当する銀賞を受賞し，平成
29年 10月にアブダビで開催される技能五輪国際
大会の日本代表に決定した． 
	 この学生は，連携カリキュラムを先取りする形

で学習して来ており，2 年後に連携カリキュラム
で育った学生が入学して来るようになると 1年生
での入賞も狙えるものと期待している． 
 
5.3 特別な才能の発掘と育成 

	 高校 2年生の春の「ネットワーク講習合宿」は，
特別な才能の発見を念頭に数名の対象者を選抜し

て育成を行っている．その中から，優秀な生徒は

高校 3年生で若年者ものづくり競技大会の「ITネ
ットワークシステム管理」競技に参加し，産技短

庄内校の 1年生からは能力に応じて，技能五輪全
国大会「ITネットワークシステム管理」競技ある
いは若年者ものづくり競技大会に参加している． 
	 この方式で育成した最初の学生は，産技短庄内

校の 1 年生で参加した第 53 回技能五輪全国大会
（千葉県）では入賞を逃したものの，2 年生で参
加した今年の第 54回技能五輪全国大会（山形県）
では 4位（3位空席）に相当する敢闘賞を受賞し
た．この方式の育成は毎年続けており，今後はネ

ットワークにとどまらず，プログラミングなどの

分野にも広げていきたい． 
 
5.4 一期生の活躍 

	 酒田光陵高校から電子情報科実践コースに進学

した一期生 3名は，連携カリキュラムを先取りす
る形で高大の教育を受け，現在は産技短庄内校の

2 年生である．1 名は技能五輪全国大会で敢闘賞
を，もう 1名は若年者ものづくり競技大会で銀賞
を受賞し，技能五輪国際大会に出場するまでに成

長した． 
	 3 名とも県内の有力企業への就職も内定してい
る．競技会での優秀な成績も含め，酒田光陵高校

と連携して，人材育成に努めた結果を，地元企業

が大いに評価してくれたものと考えている．今後

は企業の中で現実の課題解決の最前線で大いに力

を発揮して欲しいと考えている．  
 
6．おわりに  

	 本格的な評価はこれからだが，3 年間の育成実
績から，本 5年一貫教育により ICT技術を活用し
てイノベーションをけん引できる中堅技術者（チ

ームリーダ），あるいは世界を変える，未来を変え

る「IT技術者」を育成する基盤はできつつあると
感じている． 
	 高大 5年一貫教育を実施するにあたり，酒田光
陵高校と産技短庄内校の担当者による「5 年一貫
教育連携推進会議」を毎月開催した．この会議に

留まらず，高大の教員が気兼ねなく連絡できる関

係づくりに努めた．高大連携の成功の鍵は，良好

なコミュニケーション環境が構築できるかどうか

にかかっている． 
	 「地域内 5年一貫教育」は，SPH事業にも盛り
込まれている．SPH 事業は今年度で終了するが，
5 年一貫教育については，来年度以降も推進して
いく．月に一度の「5 年一貫教育連携推進会議」
も継続して行く． 
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